
質問票 
 

（案件名） 「タブレットPC充電保管庫内配線等業務（ブロック1）ほか6件」 
  
  

 
質問事項 

該当箇所 
（仕様書） 

内容 回答 

5 仕様書5.業務対象機器（下表1　設置校別機
器数量一覧No.1）タブレット端末について、タ
ブレット端末の備品シール作業貼付作業や、
ACアダプタの開梱作業（ビニール撤去を含
む）は済んでいると考えてよいか。 

タブレット端末への備品シール貼付及びAC
アダプタの開梱作業（ビニール撤去を含む）
は済んでおります。万が一、一部に未貼付・
未撤去のものが残っていた場合であって
も、それを理由に作業全体の拒否や工期延
長等を求めることはできません。その場合
は、現地にて学校の担当職員に対処を依頼
し、柔軟に作業を進行してください。 

５ 仕様書5.業務対象機器（下表1　設置校別機
器数量一覧No.2）に記載のない型番の充電
保管庫については、本業務の対象外として
扱ってよいか。 

本業務にて対象となる充電保管庫について
は、原則仕様書へ記載のある製品型番です
が、同等品である場合がありますので、型
番が異なる場合も本業務の対象となりま
す。  

５ 仕様書5.業務対象機器「No.2～4の機器につ
いては、すでに普通教室（一部の特別支援学
級等を含む）に設置済みであり、同等品であ
る場合がある」とあるが、同等品とはどのよう
な意味か。また、同等品の場合「鍵」や「ケー
ブルガイド」の補修についてはどのような対応
になるか 

同等品とは、仕様書に記載されている製品
型番とは異なるものの、機能が類似してい
る製品（他メーカーの充電保管庫など）を指
します。 
同等品の場合も、鍵の開錠やケーブルガイ
ドの補修および配線等の作業要領は仕様
書記載の製品と同様に、本業務の範囲とし
てご対応をお願いいたします。  

５ 仕様書5.業務対象機器（下表1　設置校別機
器数量一覧No.2）に記載の充電保管庫につ
いて、鍵（フロント・背面）の貸与はあるか。な
い場合は、学校で紛失している場合はどのよ
うに作業をすることになるのか。 

充電保管庫の鍵は各学校にて管理しており
ますので、作業当日、各学校の担当者にお
声がけいただき、開錠の対応をお願いいた
します。 
万が一、学校側で鍵が見当たらず開錠でき
ない事態が発生した場合は、無理にこじ開
けたりせず、その場で速やかにICT推進担
当までご連絡ください。状況を確認の上、代
替の対応方法等について協議・指示させて
いただきます。 

７（１） 作業で使用することのできるエレベーターに
ついて、学校への設置有無を、対象校の表の
横に記載する形でご教示ください。 
また合わせて、結束バンドで配線が固定され
ている可能性のある学校についてもご教示く
ださい。 

エレベータ設置校は「02-1別紙１（設置校別
機器数量一覧）（タブレットPC充電保管庫内
配線業務）」のとおりです。エレベーターにつ
いて当日作業の時間に利用可能かは学校
と日程調整される際にご確認ください。​
また、結束バンドで固定されている可能性
の有無については、学校によって実態が
様々であることから、詳細な状況は把握して
いません。作業現場において結束バンド等
による固定が確認された場合は、本質問票
の別項目で回答した対応手順に沿って臨機
応変に作業を実施してください。 

７（１）イ 「各教室のタブレットPC充電保管庫は固着さ
れているものが大半であるため、充電保管庫

「固着されているものが大半であるため～」
との記載は、充電保管庫が壁面等に固定さ
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の目隠しパネルカバー内または後方付近に
設置されている既存のACアダプタ（古いも
の）をすべて取り外し、まとめて校内指定の１
か所に運搬・集約すること。」とあるが、固着さ
れているものが大半なことが、古いACアダプ
タの撤去とどう関係するか、ご教示ください。 

れており、移動させての作業が困難な学校
が大半であることを前提とした業務内容で
あることを示しています。そのため、新しい
ACアダプタを保管庫まで移動させ、保管庫
を移動させずに裏面等の限られたスペース
でACアダプタの取り外し・配線作業を行い、
古いACアダプタは各教室から指定場所へ
運搬・集約する作業が本業務に含まれま
す。  

７（１）ウ 「事故防止のため、タブレットPC充電保管庫
内、12口以上OAタップ、輪番充電タイマー、
およびプラグ付近のホコリを清掃・除去するこ
と。」とあるが、掃除機での清掃でよいか。 

事故防止のためのホコリ除去を規定してお
りますが、具体的な清掃用具の指定はござ
いません。そのため、掃除機等を使用して
ホコリを吸い取っていただく方法で全く問題
ありません。 

７（１）エ 「12口以上OAタップに新しいACアダプタのプ
ラグを確実に差し込んだ上で、同OAタップ を
タブレットPC充電保管庫内の壁面にマグネッ
ト等で脱落しないよう貼付すること」とあるが、
充電保管庫内の構造やスペースの都合上、
マグネットで壁面に固定できない場合があっ
た。この場合は、底面などに固定する方法
で、臨機応変に対応することを妨げるもので
あるのか。 

対象となるタブレットPC充電保管庫の構造
や内部スペースの都合上、どうしても壁面
への固定が困難な場合につきましては、学
校の支障にならないよう、底面など別の場
所へ固定していただくなど、現場の状況に
応じた臨機応変な対応をしていただいて問
題ありません。 
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７（１）オ 「作業前に各タブレットPC充電保管庫にケー
ブルガイドが付いている個数を写真を撮る等
して学校と受託者相互で確認をとり、作業に
よりケーブルガイドが損傷した場合 は、受託
者の責によるか否かを問わず、ケーブルガイ
ドを補修すること。」とあるが、​
・学校独自で結束バンドでケーブルガイドの
代用として既存のケーブルを固定している場
合 

1​ 結束バンドの切断により、（もともとガイ
ドがない場合）の新規のケーブルガイド
は、こちらの費用負担で新規で設置す
るのか 

2​ 結束バンドで配線を固定してほしいと
いう学校の要望にはどう対応したらよ
いのか 

・ケーブルガイドの部品は受託者が用意する
こととあるが、対象機器のメーカー名や型番、
調達方法、窓口はどこになるのか。 
・すでに損傷しているケーブルガイドについて
も新たに設置する義務を負うものではありま
せんか。 

・学校独自で結束バンドでケーブルガイドの
代用として既存のケーブルを固定している
場合、極力結束バンドの切断を行わずに
ケーブルを抜き取り作業を実施してくださ
い。抜き取りができないなど配線の取り換え
作業に支障が出る場合は、各学校の担当
に説明し同意を得た上で切断を実施してく
ださい。 
　 
１　作業前の確認時点で「もともとケーブル
ガイドが無い」状態であれば、結束バンドを
切断しても「作業によりケーブルガイドが損
傷した」ケースには該当いたしません。した
がって、受託者の費用負担において新規に
ケーブルガイドを設置していただく義務はご
ざいません。​
２　学校側から作業後に「元のように結束バ
ンドで配線を固定してほしい」と要望があっ
た場合について、仕様書「７(1)【ブロック1～
6】カ」において「児童生徒がすぐタブレット端
末に接続・充電できるよう」として適切に配
線することが目的であるため、7(4)に記載
のとおり、作業に必要な物品等として、受託
者にて結束バンド等の必要な消耗品をご用
意の上で、7(3)で規定する「ケーブルの取
り回しが適切に行われているかを確認す
ること」また「ケーブルの乱れについては
対象校の指示に真摯に対応すること」を
遵守し、ケーブルが通るよう結束バンド等で
固定の対応をお願いいたします。 
 
・充電保管庫の主なメーカーについては、下
記の通りです。ケーブルガイドの調達につい
ては、下記窓口のいずれかにご相談いただ
き、調達いただければと思います。​
・電池屋（仕様書5-No2　業務対象機器　充
電保管庫のうち株式会社ヨコモリ電池屋
コーポレーション） 
　TEL 03-3378-0156​
 ・エイプラスサービス（仕様書5-No2　業務
対象機器　充電保管庫のうち株式会社ガイ
アエデュケーション） 
　TEL 011-631-1171  
 
・ご認識のとおり、作業前の確認時点で、損
傷・欠落しているケーブルガイドについて、
新たに設置する義務は負いません。仕様書
に記載のとおり、補修の対象となるのは「事
前の現況確認で正常に付いていることを確
認したものが、作業の過程で損傷等した場
合（受託者の過失の有無は問わず）」に限ら
れます。作業前から破損していたものにつ
いては、仕様書「７(1)【ブロック1～6】カ」の
規定に基づき、「仕切り板あたり1本となるよ
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う垂らす」という代替措置でご対応をお願い
いたします。 

（２）ア 作業時には、児童生徒のクロームブックは、
保管庫外・または持ち帰りされている状況で
しょうか。作業に当たり、こちらでクロームブッ
クを取り出す作業は発生しますか。 

原則として充電保管庫から端末を搬出する
作業は生じませんが、万が一端末が庫内に
残存している場合であっても、それを理由に
作業を拒否することはできません。当日残
存があった場合は学校に端末の取り出しを
依頼するなど、学校側と連携し作業を進め
てください。 

９（２） 夏季休業期間については、平日であれば
9:00 – 18:00の間ですべての学校で作業でき
る認識でよいか。 

夏季休業期間中であっても、学校ごとに閉
庁日、学校行事、校務等により作業不可能
な日時が異なります。一律に全ての学校が
全時間帯で作業可能ではないことを前提
に、受託者の責任において、完了期限内に
全校の作業が完了するよう、各学校長と綿
密な日時調整を行ってください。 

その他 前面の目隠しパネルを固定しているねじが外
れない、固着している場合で、切断や破壊と
いった措置なしではパネルを開けることがで
きず、作業ができない場合は、どうしたらいい
のか。​
また切断や破壊作業も本業務内に含まれる
のか。 

経年劣化等によるねじの固着等も含め、パ
ネルを開錠・開口して配線等を行う一連の
作業は本業務内に含まれます。パネル等の
切断・破壊等の特殊措置を講じなければな
らない場合も同様ですが、その場合は、ま
ず受託者からICT推進担当に状況を報告
し、指示を仰いでください。その後、指示に
基づき、当該作業の必要性について学校長
に説明し、合意の上作業にあたってくださ
い。 
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